


















第 1章 緒論 
 研究の背景となる栽培漁業と養殖業について詳述し，それらの種苗生産において多発す
る疾病が種苗の安定供給に支障を来していることを示した。特に，魚類では VNN の発生
が大きな問題であることを指摘し, 本病についての既報の知見を整理した。  
 
第 2章 種苗生産対象種および種苗生産過程における疾病の発生状況 
 種苗生産過程で問題となっている疾病について把握するために，まず，1984 年から 2009
年までの ｢栽培漁業種苗生産，入手・放流実績（全国）｣資料を基に, 種苗生産対象種につ
いて調査した。この間, 2000 年以降に総種苗生産数は減少したが，魚類 16 種，甲殻類 8
種，介類 18種で100万個体以上の種苗が生産され対象種の種類数に大きな変化はなかった。
次に，種苗期疾病情報事業および種苗期疾病連絡協議会での報告資料を基に,疾病や大量死
亡の発生状況について 2000~2009 年度の内容を取りまとめた結果，ウイルス病が 26％，

















 本研究において, VNN に感染耐過したキジハタ稚魚からは 3 年後も PCR によりベータ
ノダウイルス（RGNNV）遺伝子が検出されることから，これらの耐過魚は不顕性感染の
状態にあることが明らかとなった。また,日本近海 4海域で採取した 132個体の天然キジハ



















マダイが PCR 陽性となり，一部の個体からウイルスが分離されたことから, VNN の発生
は垂直伝播によると推定した。自然感染したアカアマダイ稚魚を異なる 2水温で飼育した





巣腔液で未受精卵を洗浄し nested PCR 陰性の雄精子で人工授精することにより，VNN の
発生を大幅に低減できることを示した。 
 





死亡魚 1個体当たり 105.3 TCID 50 / g ~ 109.6 TCID 50 / gのウイルスが分離され，RGNNV遺










第 6章 ウイルス感染源としての餌料魚の重要性 
















第 7章 総合考察 
 第 1章から第 6章において得られた主要な知見に基づき,種苗期の VNN防除法について
総合的に考察した。 
 
